
「学力」とは？

校長 髙 羅 正 次

１ 0 月１５日に開催した学芸発表会は、感動のうちに終了しました。当日はコロナ禍のため入場制限
等のご不便をおかけする中にもかかわらず、たくさんの大きな拍手をいただきましたこと、心より感謝

申し上げます。子供たちにとりましても、多くの皆様の前で発表したことで、その手応えを肌で感じる

など、心に残る学芸発表会になったことと思います。外はずいぶん寒くなりましたが、ご観覧いただき

ました皆様の気持ちを少しでも温めることができていれば幸いです。

ところで、学校全体が学芸発表会の成功という目標に向かった１０月でしたが、ここでは、あえて

「学力」について考えてみたいと思います。学校行事（学芸発表会）という華やかな場に向けての取組

の最中でも、日々の授業は続けられているからです。

「学校の成績がいいだけでは困る」「勉強だけ出来てもダメだ」というような言葉は、私がまだ子供

の頃からよく聞いていた言葉です。この言葉は「だけ」を強調することによって、「思いやり」や「粘

り強さ」、「社会性」など、将来社会に出て働くときに必要な資質能力の大切さを言おうとしていたのだ

ろうと思います。それは、その通りです。

しかし、このことは、「学校での学習」が「思いやり」や「粘り強さ」「社会性」と結びつかないとい

う考え方を伴いやすいのではないでしょうか。ですから、いつの間にか「学校での学習」が軽んじられ

たり、「学力偏重」などという言葉によって、子供の学力向上を目指す取組に対する疑心暗鬼にもつな

がったりするのではないかと感じます。

子供の数が膨大で「受験戦争」などと呼ばれた昔とは事情が違います。そもそも、「学力偏重」にな

るほど、学校以外での学習に取り組んでいる子供が多くないことは、全国的な調査の結果からも明らか

です。むしろ、「わからない、できない」が積み重なり、子供自身の困り感が増え、やがて「学ぶ」と

いうことから遠ざかっていくことの問題の方が大きいように思います。だからこそ、今「学ぶ」おもし

ろさ、「学ぶ」意味を感じることのできる日々の授業が大切だと強く感じています。

私たちが目指す「よい授業」は、全員が自分ごととして参加し、「わかる・できる」喜びを共有し、

「あれ？どうして？」を仲間とともに考え、深める学びです。ですから、「よい授業」では、わからな

い他者への「思いやり」があり、問いを追究する「粘り強さ」があり、共に学び合う「社会性」が育つ

と考えています。一人一人の個に応じた個別最適な学びを通して学習内容の確実な定着を図り、多様な

他者との協働による学びを通して、一人一人の存在感や自己有用感、自己肯定感は増していくものと考

えます。そんな中で育まれる「学力」を着実に付けさせることが学校の使命とおさえ努力を続けていき

たいと考えております。そして、その使命を支えていただく、ご家庭でのお子さんとの、丁寧なかかわ

りに感謝を申し上げます。

さらに、本校の子供たちにとっての大きな課題である、「自ら課題をもち、進んで学習に取り組む習

慣」などのより良い習慣が身に着くよう、これからもお子さんの家庭での学習の様子、生活の様子に目

配りや心配りをいただき、励ましの声をかけていただく等、お子さんへのあたたかいご支援をよろしく

お願いいたします。
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芸術鑑賞会
９月 16 日（金）、自衛隊の第 7 音楽隊の皆さんが素敵な演奏をしてくださいました。子供たちも、生の

迫力ある管楽器の演奏に聴き入って感動しました。指揮者体験も行うなど、子供たちが本物の芸術に触れ

ることができる大変有意義な 1日となりました。

自然探索学習
９月 29 日（木）４年生は、ながぬま温泉裏手の森で、フィールドワークを行いました。北海道科学大学名

誉教授の岡村俊邦先生とリバーネット２１ながぬまの皆様のご協力のもと、地域特有の木や葉、実につい

ての説明を交えて教えてくださいました。秋晴れの好天に恵まれ、絶好の森林浴にもなりました。ありが

とうございました。

いじめの未然防止や早期発見に関わる北海道教育委員会からのリーフレットの QR コードを記載し
ます。ご家庭・地域と連携を深め、いじめに対して正確な認知と解消を行います。

気になる点や気づいたことがありましたら、すぐに学校までお知らせください。

3年生社会見学
９月 28 日（水）３年生は、１か月間の延期を経ての待ちに待った北海道博物館への見学旅行でした。班

ごとに課題をもって、昔のできごとや道具を調べました。一人一人がマナーに気をつけ、主体的かつ有意

義な調べ学習を行いました。絶好の秋晴れのもと、百年記念塔そばまで歩き、ランチタイム(美味しいお

弁当）を取り、おやつも食べて最高の１日となりました。



学芸発表会

10 月 15 日(土）１家庭２名の人数制限をさせていただきながら、感染症対策を徹底して３年ぶりの土
曜開催でした。「みんなと力を合わせ 笑顔輝く ステージにしよう」の児童会テーマのもと、仲間と協

力し、互いに励まし認め合いながら、心を一つにして各学年の作品を創り上げました。１年生は音楽・リ

ズムの「みんないっしょにハッピー！ハッピー！」、２年生は劇「スイミー」、３年生はリズム「ステップで

GO ！ Ole ！」、４年生は群読「八郎」、５年生は音楽・リズム「 ShowTime ５・ゴー！ Go ！」、６年生は
劇「ギャラクシートレイン」でした。感動や成長を保護者の方にお届けすると共に、子供たちのがんばり

は教職員の明日への活力となりました。来年こそ、人数制限のない公開となることを願っています。

感謝申し上げます
JA ながぬま、玉葱生産組合、 園芸組合連合キタアカリ部会から新米

500キロ、新玉ねぎ 100キロ、新ジャガイモ（キタアカリ）100キロをい
ただきました。給食で子供たちの元気の源となっています。地域の宝であ

る子供たちの健やかな成長につながります。

ありがとうございました。

おめでとうございます

令和４年度「『絆づくりメッセージコンクール』～いじめやネットトラブルの根絶を目指して～」

ことば・メッセージ部門 空知管内最優秀賞 三上 栞 「みとめ合う みんなの個性 花束に」

★長沼町あいさつ・しんせつ・たいせつコンクール（長沼町青少年育成町民会議）

＜絵日記の部＞
最優秀賞 ２学年 山口真桜 さん 優秀賞 １学年 藤井紡生 さん

優秀賞 ２学年 生駒七彩 さん 優秀賞 ２学年 石井悠暉 さん

優秀賞 ２学年 仲野愛季 さん 優秀賞 ２学年 山﨑薫子 さん

佳 作 １学年 阿部桃花 さん 佳 作 １学年 仲野 咲 さん

佳 作 １学年 古谷ななみ さん 佳 作 ２学年 山口真優斗 さん

佳 作 ２学年 松本 朔 さん 佳 作 ２学年 坂下千草 さん

佳 作 ２学年 服部琉生 さん

最優秀賞 ５学年 山口小晴 さん 優秀賞 ３学年 加賀谷桜 さん

優秀賞 ５学年 生駒遥世 さん 優秀賞 ６学年 尾﨑友里 さん

優秀賞 ６学年 山村美緑 さん 優秀賞 ３学年 杉田美来 さん

佳 作 ３学年 栁町唯菜 さん 佳 作 ４学年 清水徹平 さん

佳 作 ４学年 森 華穂 さん 佳 作 ４学年 三條幹斗 さん

佳 作 ４学年 森 美結 さん 佳 作 ５学年 鈴田雪乃 さん

佳 作 ５学年 山口心羅 さん 佳 作 ６学年 安藤心緒 さん

後期児童会スタート～役員認証式・児童総会～
立候補して、大役を務めることになった書記局の５名と委員会の委員長７名が、10月18日(火）の昼休みに、一人ずつ校

長先生から認証状を受け取りました。やる気に満ちたリーダー達の表情が印象的でした。10月21日(金)の5時間目には、4

年生も熱心に見学する中で、5，6年生がお手本となる活発な総会を行いました。3学年揃うと、逞しいマンパワーとともにやる

気に満ちた長沼っ子の存在感を感じました。後期の活躍が大いに期待されます。

生活委員会委員長：前田伶王さん 整美保健委員会委員長：三上栞さん 体育委員会委員長：田村佑恭さん

文化委員会委員長：小泉育照さん 図書委員会委員長：山﨑璃子さん 放送委員会委員長：近藤浬さん

ボランティア委員会委員長：辺見瑠花さん

(書記局５名は９月号で、ご紹介）


